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目次１．帯同審判員とは

各チームの正しいルール理解によるプレイヤーの技術向上各チームの正しいルール理解によるプレイヤーの技術向上

円滑な大会運営円滑な大会運営

審判技術の向上審判技術の向上

山梨県クラブバスケットボール連盟では、次の目的で平成２１年５月から
完全帯同審判員制度を導入しております。

帯同審判とはチームが各種大会に参加する際に、チームに同行する審判資
格を持った審判員のことです。大会に参加するためには年度初めに1名以上
の帯同審判を登録し、 抽選会（代議員会）の受付時に必ず帯同審判を用意
する必要があります。
次の資格を持つ審判員に、帯同審判を認めています。

①日本公認審判員資格を有している者
②山梨県協会公認審判員資格を有している者
③山梨県クラブ連盟公認審判員資格を有している者
④他県、他連盟公認審判員資格を有し、クラブ公認審判と同等以上の技能が認められる者



目次２．審判員資格を取得するためには

チームに所属していな
いけど審判の資格を
取得したい

各チーム

今年から新しくチームを
作ったが帯同審判が
いない

帯同審判が移籍して
しまって帯同審判が
いなくなってしまった

Step１

各チームには代議員会や要項郵送により講習会のお知らせを行ってい
ます。また、ホームページ上でも通知しています。
各チームは講習会要項に記載された連絡先へ、
チームに所属していない方は、ホームページの問合せや当連盟審判員
に直接受講依頼をすることで、無料で講習会を受講できます。
また、講習と合わせて、審判技術やルール理解力の審査を実施してお
り、一定の力が認められた者はStep２に進む事ができます。

審判員資格を取得するためには、大きく次の３つのステップがあります。

審判資格取
得希望者

各チーム

クラブ
公認

連盟公認審判養成講習会
（初級者講習会）

各種本大会

S
te
p
２

実際に本大会の１試合を審
判していただき、クラブ公認の
合否を審査します。
合格者はStep3に進む事がで
きます。

Step3

常任理事会で承認され、ワッペンが交
付されます。



目次３．講習会および本大会のスケジュール

４４４４月月月月 ５５５５月月月月 ６６６６月月月月

７７７７月月月月 ８８８８月月月月 ９９９９月月月月

講習会および本大会のスケジュールは下記の通り。
ただし、予定であり実際の日程等は今後変更になる場合があります。

審判講習会（甲府）

クラブバスケットボー
ル選手権大会兼国民体
育大会選手選考会

抽選会（関東総合）

・・・講習会 ・・・抽選会・・・本大会

１１１１月月月月 ２２２２月月月月 ３３３３月月月月

７７７７月月月月 ８８８８月月月月 ９９９９月月月月

１０１０１０１０月月月月 １１１１１１１１月月月月 １２１２１２１２月月月月

審判講習会（郡内）

審判講習会（峡北）関東クラブ選手権大会
県予選

山梨県クラブウイン
ター選手権大会

関東総合選手権大会
県予選

抽選会（クラブ選手権）

抽選会（関東クラブ）

抽選会（ウィンター）



目次

Ｑ１．新チームを作りたいと思いますが、帯同審判がいません。
どうすれば大会に出場できますか？

４．よくある質問（ＦＡＱ） （１／３）

Ａ１．審判委員会にご相談ください。原則、知り合いの審判に依頼するなど、帯同審判の用意は
必要ですが、新チームの多くは帯同審判が不在なので、審判委員会でも何らかの方法を
検討します。また、年間３回開催される審判講習会にご参加ください。

Ｑ２．審判講習会で合格し、次回の本大会の審査に進む事ができる事になりました。
この場合、帯同審判を別に用意する必要がありますか？

Ａ２．必要ありません。審査者を帯同にする事が可能です。ただし、講習会スケジュールの都合上Ａ２．必要ありません。審査者を帯同にする事が可能です。ただし、講習会スケジュールの都合上
抽選会の後に講習会が実施される場合があります。この場合は、帯同審判を抽選会時に
用意していただく必要があります。

Ｑ３．審判資格を持った者がチームにいません。知り合いの公認審判や他連盟の公認審判、
別チームの公認審判でも大丈夫ですか？

Ａ３．基本、大丈夫です。しかし、公認審判は他の大会での活動も多く、抽選会までに探さなければ
いけないので、チームに審判がいないチームは毎大会苦労しています。
また、別チームの公認審判でも会場が異なる場合があるので、審判優先で自チームに帯同し
てくれる審判を用意する必要があります。
帯同審判制度は「各チームの正しいルール理解によるプレイヤーの技術向上」を目的として
いるので、年間３回の講習会に参加し、自チームで審判が用意できるよう努力してください。



目次

Ｑ４．他チームにいた審判が自チームに移籍してきました。自チームの帯同審判として活動できま
すか？

４．よくある質問（ＦＡＱ） （２／３）

Ａ４．活動できます。

Ｑ５．自チームにいた審判が他チームに移籍してしまいました。次回大会の審判を審判委員会で
用意していただく事は可能ですか？

Ａ５．審判委員会では審判を用意することは一切、受け付けておりません。各チームで帯同審判を
見つけるようお願いいたします。

Ｑ６．抽選会以降に急遽、帯同審判の都合が悪くなってしまいました。この場合は審判不在でもＱ６．抽選会以降に急遽、帯同審判の都合が悪くなってしまいました。この場合は審判不在でも
大会に出場できますか？

Ａ６．審判不在では基本的に大会出場できないとお考えください。自チームで帯同審判を用意す
ることが原則です。ただし、不測の事態なども考えられますので、まずは連盟や審判委員会
に連絡・相談してください。

Ｑ７．審判講習会に出席したい者が複数います。チームから参加する人数の上限はありますか？

Ａ７．上限はありません。何人でも受講可能です。

Ｑ８．審判講習会に出席する場合、何を用意すればいいですか？

Ａ８．運動のできる服装、笛、ルールブックをご用意ください。レフリーカッターやスラックスは不要
です。ルールブックは講習会当日、現地で販売しています。



目次

Ｑ10．日本公認審判を目指したいのですが、どうすればいいですか？

４．よくある質問（ＦＡＱ） （３／３）

Ａ10．日本公認審査会は年に１回、例年ですと１２月のクラブウィンターの大会二日目を利用し
て実施しています。これに合格すると翌年度から日本公認審判として活動できます。
審査会を受けるためには、連盟からの推薦が必要です。まずはクラブ公認になり、推薦でき
るレベルになる必要があります。

Ｑ９．講習会に料金はかかりますか？

Ａ９．何名いても無料です。お気軽にご参加ください。ルールブックの購入代金などはご負担いた
だく必要があります。

るレベルになる必要があります。

Ｑ11．講習会の内容を教えてください。

Ａ11．ジェスチャーから笛の鳴らし方、プレイの捉え方、動き方など基本を多く講習内容に取り入
れています。また、講習会後半に実際の審判を体験してもうらうために、モデルゲームを
実施しています。
講習内容は年３回全て同じではないので、全て参加することをお勧めします。


